
第
１４
回
Ａ
Ｋ
ｌ
Ｈ
ｌ
Ｋ
Ｏ
の
会
開
催

没
後
１４
年
、
今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き

「Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｋ

Ｏ
忌
」
を
開
か
れ
た
会

へ
と
い
う
観
点
か
ら

「第
１４
回
Ａ
Ｋ

Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
の
会
」
と
し
て
、
「死

（い
の
ち
）
の
時
代
を
生

き
る
こ
と
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
三
月
二
十

一
日

（日
）、

東
京
神
楽
坂

。
日
本
出
版
ク
ラ
ブ
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
お
二
人
。　
一
人
は
臨
床
医
と
し
て
ホ
ス
ピ
ス

・
在

宅
ケ
ア
実
践
中
の
内
藤
い
づ
み
氏
。
も
う

一
人
は
批
評
家
で
、

わ
が
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
ゼ
ミ
主
宰
の
米
沢
慧
氏
。
お
二
人
は
、

山
梨
日
日
新
聞
に
、
生
命

・
医
療
に
関
す
る

「
フ
ァ
ッ
ク
ス

書
簡
」
を
連
載
中
で
す
。
米
沢
氏
が
内
藤
氏
の
話
を
引
き
出

死ていのあ)の脚 Gを生きること
ホスピス・在宅ケア実践中の臨床医内藤いづみさんをお迎えして
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す
形
で
、
〈
い
の
ち
〉
を
取
り
囲
む
状
況
に
つ
い
て
、

と
り
わ
け
脳
死
に
よ
る
心
臓
移
植
の
道
を
開
い
た
臓

器
移
植
法
の
施
行
、
高
齢
社
会
、
介
護
社
会
に
つ
い

て
ふ
れ
て
、
死
も

「
い
の
ち
」
と
ル
ゼ
を
ふ
る
時
代

に
入
っ
た
と
淡
々
と
語
り
ま
し
た
。

続
い
て
登
壇
し
た
内
藤
い
づ
み
氏
は
、
自
ら
が
取

り
組
む
ホ
ス
ピ
ス
医
療
に
お
け
る
事
例
を
ス
ラ
イ
ド

を
使
っ
て
紹
介
、
実
践
を
通
し
て
の
説
得
力
の
あ
る

お
話
は
、
笑
い
あ
り
涙
あ
り
。
「が
ん
告
知
」
や
緩

和
ケ
ア
の
こ
と
な
ど
、
時
間
を
オ
ー
バ
ー
す
る
ほ
ど

の
質
問
が
あ
り
、
関
心
の
高
さ
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
も
遠
く
は
北
海
道
函
館
か
ら
昭
彦
氏
の
長
女

の
佐
藤
純
子
さ
ん
、
博
多
の
大
住
敏
子
さ
ん
も
駆
け

つ
け
、
折
り
か
ら

『シ
ャ
ッ
タ
ー
以
前
』
第
三
号
の

発
刊
を
祝
し
て
、
第
二
部
懇
親
会
は
大
い
に
楽
し
い

会
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
五
十
七
名
。

『シ
ャ
ッ
タ
ー
以
前
』
第
三
号
は
、
昨
年
の
第
１３

回
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
の
会
の
二
次
会
で
、
中
川
道
夫

氏
を
編
集
長
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
、

実
際
に
動
き
出
し
た
の
は
昨
年
秋
で
し
た
が
、
二
十

七
名
も
の
方
々
に
ご
執
筆
ね
が
い
、
こ
の
春
、
漸
く

完
成
し
ま
し
た
。
今
回
は
表
紙
デ
ザ
イ
ン
を
加
清
明

子
さ
ん
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
、
ま
た
川
島
書
店
さ

ん
に
は
取
次
店
の
窓
口
に
な
っ
て
く
だ
さ
り
感
謝
で

す
。
『
シ
ャ
ッ
タ
ー
以
前
』
三
号
は
、
ま
だ
残
部
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
本
の
売
り
上
げ
が
会
の
財
政
を
支

え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
友
人
知
人
に
お
勧
め
く
だ
さ
い
。



ト
ナ
ム

ら
ホ
ス
ピ
ス
ヘ

福
岡
と
東
京

・
葛
飾
で
岡
村
昭
彦
写
真
展
開
催

去
る
四
月
二
十
日
～
二
十
五
日
、
福

岡
市
中
央
区
六
本
松
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ギ
ャ
ラ
リ

ー
に
て
、

「
い
の
ち
を
考
え
る
写
真
展
」

が
開
か
れ
た
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
四
月

十
八
日
、
「
い
の
ち
を
考
え
る
―
バ
イ
オ

エ
シ
ッ
ク
ス
の
す
す
め
」
と
題
し
て
早

稲
田
大
学
教
授
の
木
村
利
人
氏
が
講
演
。

講
演
会
の
入
場
者
は

一
人
○
名
、
写
真

展
の
入
場
者
は

一
三
〇
〇
名
だ
っ
た
。

今
回
の
写
真
展
の
主
催
は
、
バ
イ
オ

エ
シ
ッ
ク
ス
研
究
会

（代
表
ニ
ノ
坂
保

喜
氏
）
と
福
岡

・
生
と
死
を
考
え
る
会

（代
表
隈
崎
行
輝
氏
）
で
、
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｈ
Ｉ

Ｋ
Ｏ
の
会
の
大
住
微
子
氏
が
、　
一
時
的

な
移
住
先
で
あ
る
福
岡
の
地
で
、
偶
然

こ
の
お
二
人
と
出
会

っ
た
こ
と
が
ご
縁

と
な
り
、
講
演
会
、
写
真
展
の
運
び
と

な

っ
た
の
で
あ
る
。
詳
し
い
経
緯
に
つ

い
て
は

マ
ン
ヤ
ツ
タ
ー
以
単型

第
三
号

を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

一
方
、
四
月
二
十
九
日
～
五
月
四
日

ま

か

つ
し
か
シ
ン
フ
オ
ニ
ー
ヒ

ル
ズ
に
お
い
て

「岡
村
昭
彦
写
真
展
１
２‐
世
紀

へ
の

遺
一一一屋

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
入
場
者
は
九
九
二
名
。

今
回
は
開
催
二
日
目
の
朝
、
主
催
者
の
白
石
忠

氏
の
こ
と
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー

ス
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
た
め
、
新
聞
な
ど
メ
デ
ィ
ア

に
よ
っ
て
写
真
展
を
知

っ
た
人
の
参
加
が
目
立
っ
た
。

東
京

・
葛
飾
の
写
真
展
で
は
、
写
真
に
見
入
る

い
人
が
印
象
的
だ

っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た

五
二
九
名
の
中
か
ら
感
想
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

１
）
岡
村
さ
ん
の
作
品
を
生
で
見
る
の
は
、
今
日
が

初
め
だ
っ
た
。
体
が
熱
く
な
っ
た
。
（女

。
２９
）

２
）
苦
悶
と
無
表
情
な
生
き
る
者
こ
苦
痛
の
消
え
た

死
者
の
顔
が
、
身
を
お
い
た
こ
と
は
な
い
け
れ
ど

戦
争
の
記
憶
と
し
て
残
り
ま
す
。
（女

・
３０
）

３
）
継
続
し
て
下
さ
い
。
（男

・
５７
）

４
）
現
在
の
ユ
ー
ゴ
ヘ
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
爆
撃
を
悲
し

い
目
で
改
め
て
思
い
出
し
ま
す
。
い
つ
も
三
度
と

戦
争
の
な
い
こ
と
を
願
っ
て
い
る
人
々
が
支
配
者

の
せ
い
で
犠
牲
に
な
る
の
は
た
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

各
地
で
開
い
て
平
和
を
訴
え
て
下
さ
い
。
（女

・
勾
）

５
）
戦
争
の
本
当
の
姿
を
表
わ
し
て
い
て
、
胸
が
い

た
く
な
る
。
（男

・
坐
）

６
）
民
族
間
の
紛
争
や
戦
争
に
至
る
歴
史
的
、
政
治

的
事
情
は
様
々
で
、
安
易
な
反
戦
主
張
は
禁
物
で

は
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
だ
け
は
は
っ
き
り
考
え


